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先週のマーケット動向（12月 18日～12月 22日） 

為替、株式           

  Open High Low Close Chg 

USD/KRW 1,303.0  1,309.0  1,296.4  1,303.0  +6.5 

JPY/KRW 9.1522  9.1752  9.0206  9.1599  +0.030 

KOSPI 2,568.77  2,621.37  2,556.05  2,599.51  +35.95 

(Source: SMBS, Bloomberg)       

先週のドル/ウォン相場はレンジ推移。FOMC を受けた市

場の利下げ期待の高まりからドル/ウォンは上値重い推移

が続いた。18日は 1,303.0ウォンでオープンした後やや上

値重い推移。FRB 高官から利下げけん制発言が見られたこ

とで、19日はややドル高で推移も、日銀会合後にドルが買

われたことで上値は限定的な推移に。主な年内イベントを

消化したことで、その後週末にかけては、実需中心の値動

きが続いた。一方 1,300 ウォン付近の水準感は居心地も良

く明確な方向感出ず。結局先週末比+6.5ウォン、週初オー

プンと同じく 1,303.0 ウォンでクローズした。 

今週の見通し 

今週のドル/ウォンはレンジ推移を予想。12月の中銀イ

ベントを通過して以降、材料出尽くしからドル/ウォンは

概ね1,300ウォンを挟んだレンジ内での推移が継続。今週

初は欧州主要国が休場の為、半ばごろから徐々に流動性が

戻り新たなテーマを探る展開となろう。先週末に発表され

た米PCEデフレータは市場予想を下回り 、FRBの早期利下

げをサポートする結果に。米金利の低下推移が継続すれ

ば、ドル/ウォンもやや軟調な推移か。円相場について

は、昨日の植田日銀総裁の講演ではマイナス金利解除時期

について言及は無く、市場の反応は限定的。27日には12月

日銀会合の主な意見が発表される。一部では、声明文など

に比べタカ派な内容になるとの見方もあり、発表後の動き

には注意したい。 

予想レンジ 

USD/KRW JPY/KRW USD/JPY 

1280 ～ 1310 8.95  ～ 9.25  140.5  ～ 143.5  

 

* USD/KRW chart (source: Bloomberg)  

 

* JPY/KRW chart (source: Bloomberg)  

 
 

今後の予定 

 

26日(火) 日 11月 失業率 
28日(木) 米 12月 失業保険新規申請者数 

日 11月 鉱工業指数 速報値
29日(金) 韓 12月 CPI 


